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町から報告２件・議案１１件
（数値については表記単位未満を四捨五入しています）

主 な 質 疑

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①

Ｑ
．
総
合
計
画
審
議
会
条
例
改
正
案
で
「
そ
の
他
町

長
が
必
要
と
認
め
る
者
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る

が
、
誰
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
民
間
か
ら
の
委
員
を
想
定
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
措
置
の
対
象
者
の
数
は
。

Ａ
．
全
部
免
除
７
世
帯
、
２
分
の
１
減
免
（
半
壊
・

大
規
模
半
壊
・
床
上
浸
水
）
14
世
帯
、
計
21
世
帯
。

Ｑ
．
第
２
段
階
、第
３
段
階
の
軽
減
措
置
対
象
者
の
数
は
。

Ａ
．
第
２
段
階
644
人
、
第
３
段
階
569
人
。
７
月
に
行

う
今
年
度
の
介
護
保
険
料
算
定
通
知
に
合
わ
せ

て
通
知
す
る
。

Ｑ
．
障
害
者
総
合
支
援
事
業
で
、
就
学
前
障
害
児
の
発
達

支
援
無
償
化
に
伴
い
、
通
園
施
設
を
利
用
す
る
方
の

費
用
は
現
物
給
付
、償
還
払
い
の
ど
ち
ら
に
な
る
の
か
。

Ａ
．
現
物
給
付
と
な
る
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
⑥

「
熊
野
町
総
合
計
画
策
定
条
例
案
」
を
可
決

　

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
町
政
運
営
を
図
る
た
め
、
町
が
策
定
す
る
総
合
計

画
策
定
条
例
案
に
つ
い
て
可
決
。併
せ
て
、「
熊
野
町
総
合
基
本
計
画
審
議
会
」

か
ら
「
熊
野
町
総
合
計
画
審
議
会
」
へ
の
名
称
変
更
と
、
委
員
の
拡
充
を
図

る
改
正
を
行
っ
た
。

ピックアップ①

６月定例会（６月11日開会）気になる６件をピックアップ

Ｑ
．
感
染
症
予
防
対
策
事
業
に
お
け
る
風
し
ん
予
防

接
種
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
方
法
は
。

Ａ
．
対
象
者
２
７
５
８
人
の
う
ち
、
今
年
度
は
39
歳

か
ら
46
歳
ま
で
の
男
性
１
１
４
７
人
に
、
47
歳

か
ら
56
歳
ま
で
の
男
性
に
は
来
年
度
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
す
る
。

Ｑ
．
呉
市
内
の
火
葬
場
使
用
料（
住
民
負
担
の
金
額
）

は
値
上
げ
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
．
負
担
額
と
し
て
は
変
わ
ら
な
い
。

「
熊
野
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
を
可
決

　

本
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
経
済
的
影
響
の
平
準
化
を
目

的
と
し
た
、
低
所
得
者
の
第
１
号
被
保
険
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料
の
軽
減

措
置
を
行
う
。

○
階
層
区
分
が
第
１
段
階
の
減
額
幅
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
軽
減
措
置

の
対
象
を
第
２
・
第
３
段
階
ま
で
拡
大
。

ピックアップ④

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
１
９
６
８
万
５
千
円
の
増
額

総
額
97
億
６
７
２
２
万
６
千
円
に

【
主
な
内
容
】

　
　

�

国
の
負
担
金
・
補
助
金
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
増
額

　
　

�

民
生
部
門
（
１
９
６
８
万
５
千
円
増
）

　
　

・�

幼
児
教
育
無
償
化
等
に
伴
う
保
育
所
運
営
事
業
及
び
障
害
者
総
合
支

援
事
業
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
の
増
額

　
　

・
風
し
ん
予
防
対
策
事
業
費
の
増
額

　
　

・
呉
市
内
の
火
葬
場
を
利
用
す
る
際
の
施
設
使
用
料
補
助
金
の
増
額

ピックアップ⑥

（歳入）（歳出）

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
係
る
災
害
被
害
者
に
対
す
る
町
民
税

等
の
減
免
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
」
を
可
決

　

平
成
30
年
８
月
７
日
か
ら
施
行
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
減
免

措
置
に
つ
い
て
、
国
の
財
政
措
置
の
延
長
に
伴
い
本
年
４
月
～
６
月
分
の
税

相
当
額
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
延
長
す
る
。

ピックアップ②
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
条
例
及
び
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
を
可
決

　

県
の
「
福
祉
医
療
費
公
費
負
担
事
業
費
補
助
金
要
綱
」
の
改
正
に
伴
う
町

条
例
の
改
正
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
被
災
者
に
係
る
福
祉
医
療
費
助
成
対
象

者
の
所
得
制
限
等
の
緩
和
措
置
。

ピックアップ③

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
④

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②

▲ 第５次熊野町総合計画

「
慶
神
橋
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
」
を
可
決

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
橋
台
及
び
橋
脚
が
被
災
し
通
行
不
能
と
な
っ

て
い
る
出
来
庭
地
区
の
慶
神
橋
災
害
復
旧
工
事
の
契
約
締
結
。

○
請
負
金
額　

１
億
５
６
２
０
万
円

ピックアップ⑤

▲ 呉市斎場
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一
般
質
問

「
熊
野
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」（
専
決
）
を
承
認

　

消
費
税
増
税
後
、令
和
２
年
12
月
ま
で
に
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
方
に
対
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
期
間
を
３
年
延
長
し
２
％
の
範
囲
内
で
減
税
を
行
い
、
所

得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
町
民
税
か
ら
控
除
す
る
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
専
決
処
分
し
た
と
の
報
告
を
受
け
承
認
し
た
。

ピックアップ①
「
熊
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

（
専
決
）
を
承
認

　

医
療
保
険
分
の
課
税
限
度
額
の
上
限
額
の
３
万
円
引
き
上
げ
の
た
め
、
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
し
た
と
の
報
告
を
受
け
承
認
し
た
。

ピックアップ②
「
熊
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
を
可
決

　

次
の
内
容
で
一
部
改
正
す
る
条
例
を
可
決

○
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し

　

�　

返
礼
割
合
３
割
以
下
、地
場
産
品
と
す
る
こ
と
等
の
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
、

指
定
対
象
外
の
地
方
自
治
体
に
対
す
る
寄
付
の
税
額
控
除
が
制
限
さ
れ
る
。

○
軽
自
動
車
税
の
見
直
し

　

�　

消
費
税
引
上
げ
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
に
購
入

す
る
自
家
用
乗
用
車
の
環
境
性
能
割
の
税
率
が
１
％
軽
減
さ
れ
る
。

○
個
人
住
民
税
の
非
課
税
措
置
の
見
直
し

　

�　

子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す
る
た
め
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
、
現
に

婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
等
が
非
課
税
の
対
象
範
囲
に
追
加
さ
れ
る
。

ピックアップ③

～令和元年第３回熊野町臨時会（５月）～

議会審議をピックアップ！あなたが、気になる
「質問」はありますか？

質問議員８名　質問 11 項目

皆
さ
ん
の
「
く
ら
し
」
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

※ 紙面の関係により、質疑の一部のみを掲載させていただいています。
　 また、分かりやすい紙面にするために、趣旨が変わらない程度の編集を行っています。
　 なお、熊野町議会のホームページ（http://www.town.kumano.hiroshima.jp）から、一般質問の全ての内容を視聴することができます。

安心・安全 生活
環境 道路・交通

健
康
・
福
祉

子
育
て
支
援

・
教
育

自
主
防
災
関
連
の
補
助
事
業
の
あ
り
方
を
問
う

豪
雨
災
害
後
の
た
め
池
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は

地
域
防
災
計
画
の
修
正
時
期
、
そ
の
内
容
・
方
向
性
は

「
熊
野
町
防
災
の
日
を
定
め
る
条
例
」
に
基
づ
く
事
業
計
画
等
は

町
内
一
斉
清
掃
で
の
危
険
な
川
掃
除
の
見
直
し
は

平
谷
交
差
点
横
断
歩
道
の
復
元
を

「
県
道
矢
野
安
浦
線
」
及
び
「
県
道
瀬
野
呉
線
」
の
整
備
促
進
を

お
で
か
け
号
の
ル
ー
ト
変
更
や
増
便
へ
の
見
直
し
は

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
を

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
大
を

中
　
島 

議
員

竹
　
爪 

議
員

諏
訪
本 

議
員

尺
　
田 

議
員

水
　
原 

議
員

中
　
島 

議
員

山
　
吹 

議
員

水
　
原 

議
員

光
　
本 

議
員

沖
　
田 

議
員

沖
　
田 

議
員

P11 P10 P９ P７ P６P８
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一
般
質
問

Q
A

子どもの医療費助成拡大を

〈町長〉

災害復旧を第一に考えているため、将来的に
検討していく。

【
Ｑ
１
】

　

児
童
虐
待
報
道
が
後
を

絶
た
な
い
中
、
今
年
度
よ

り
実
施
さ
れ
る
子
ど
も
の

地
域
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
と
は
。

【
Ａ
１
】

　

町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
、
宅
配
業
者
な
ど

と
協
定
を
結
び
、
情
報
を

町
に
提
供
し
て
い
た
だ
く

事
で
支
援
を
必
要
と
す
る

家
庭
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
未
就
学
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
を

中
心
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

で
子
育
て
支
援
事
業
や
育

児
相
談
な
ど
の
情
報
を
発

信
し
て
い
く
。

【
Ｑ
２
】

　

産
後
の
宿
泊
ケ
ア
事
業

と
は
。

【
Ａ
２
】

　

出
産
後
に
家
族
等
か
ら

の
支
援
が
受
け
ら
れ
ず
、

育
児
や
母
体
に
健
康
上
の

不
安
が
あ
る
方
を
対
象

に
、
助
産
施
設
に
宿
泊
し

た
上
で
、
助
産
師
等
か
ら

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

事
業
。
自
己
負
担
額
は
１

日
７
５
０
０
円
、
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
と

し
、
原
則
７
日
を
上
限
に

利
用
可
能
と
し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

保
護
者
の
皆
様
か
ら
医

療
費
が
大
変
負
担
に
な
っ

て
い
る
と
の
声
を
多
く
伺
っ

て
い
る
。
熊
野
町
だ
け
が
県

内
で
就
学
前
ま
で
の
助
成

と
な
っ
て
お
り
他
市
町
で

は
最
低
小
学
三
年
生
ま
で

助
成
さ
れ
て
い
る
が
。

【
Ａ
３
】

　

財
政
的
に
厳
し
い
が
、

自
己
負
担
金
を
復
活
し
た

上
で
、
対
象
年
齢
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

子育て支援
教 育

沖田ゆかり議員

Q
A

手話言語条例の制定を

〈町長〉

本年12月に条例制定したい。光本 一也議員

【
Ｑ
１
】

　

現
時
点
で
の
取
り
組
み

状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　

先
例
市
へ
の
聴
き
取
り

調
査
、
広
島
県
ろ
う
あ
連

盟
な
ど
関
係
機
関
へ
の
協

力
依
頼
を
始
め
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

条
例
制
定
後
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
２
】

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を

活
用
し
た
窓
口
対
応
。
多

く
の
参
加
者
が
見
込
め
る

短
期
間
の
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
も
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
３
】

　

銀
行
や
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
病
院
な
ど
民
間
事

業
者
の
協
力
も
必
要
で
は

な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業

の
活
用
と
共
に
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
口
調
で
の
会
話

や
丁
寧
な
説
明
の
協
力
を

事
業
者
に
呼
び
掛
け
る
。

【
Ｑ
４
】

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
不
可
欠
で
は
な

い
か
。

【
Ａ
４
】

　

健
康
ま
つ
り
や
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
夏

休
み
福
祉
体
験
ス
ク
ー
ル

な
ど
で
手
話
講
座
の
実
施

を
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
５
】

　
「
障
害
者
の
意
思
疎
通

手
段
の
確
保
等
に
関
す
る

条
例
」
も
併
せ
て
制
定
を
。

【
Ａ
５
】

　

制
定
時
期
を
含
め
検
討

し
た
い
。

Q
A

おでかけ号のルート変更や増便へ
の見直しは
〈総務部長〉

効率性や利便性の向上に向け、引き続き研究していく。水原 耕一議員

【
Ｑ
１
】

　

中
央
地
域
コ
ー
ス
の
み

午
後
か
ら
の
便
が
１
便
と

な
っ
た
が
、
２
便
に
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

本
運
行
へ
の
移
行
初
年

度
な
の
で
、
当
面
こ
の
運

行
を
続
け
な
が
ら
、
検
討

す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

お
で
か
け
号
の
委
託
費

の
算
定
単
価
は
。

【
Ａ
２
】

　

中
国
運
輸
局
が
定
め
た

基
準
、
30
分
あ
た
り
３
７

０
０
円
で
、
１
日
６
時
間

で
計
算
す
る
と
、
月
約
90

万
円
に
な
る
。

【
Ｑ
３
】

　

中
央
地
域
コ
ー
ス
は
、

ル
ー
ト
が
複
雑
で
あ
る
。

時
間
で
算
定
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
ル
ー
ト
を
も
っ
と

簡
略
化
す
る
事
に
よ
っ
て

時
間
を
短
縮
さ
せ
、
そ
の

浮
い
た
時
間
で
、
も
う
１

便
増
や
せ
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

住
民
の
方
々
の
意
見
を

伺
い
、
利
用
状
況
の
推
移

や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に

専
門
家
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

【
Ｑ
４
】

　

全
国
的
に
高
齢
者
の
方

の
免
許
の
自
主
返
納
の
動

き
が
出
て
い
る
。
も
っ
と

利
便
性
の
高
い
乗
り
物
に

し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
Ａ
４
】

　

免
許
の
自
主
返
納
が
増

え
て
い
る
事
は
、
生
活
福

祉
交
通
協
議
会
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
。
総
合
的
に
判

断
し
て
進
め
る
。

A
高齢者のごみ出し支援を

〈民生部長〉

環境省のガイドラインを受け、高齢者等の支援策の一つとして検討していく。

【
Ｑ
１
】

　

大
き
な
ご
み
袋
や
新
聞

の
束
を
集
積
所
ま
で
運
ぶ

の
は
、
足
腰
の
弱
い
高
齢

者
に
は
負
担
で
あ
る
と
の

声
が
多
く
、
独
居
高
齢
者

を
対
象
に
、
ご
み
出
し
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

市
町
村
に
示
さ
れ
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
ま
た
先
進

事
例
等
を
検
討
し
な
が
ら
、

今
後
、
制
度
設
計
を
進
め

て
い
く
中
で
調
査
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

ご
み
出
し
支
援
で
は
、

声
掛
け
に
応
答
が
な
か
っ

た
利
用
者
を
救
急
搬
送
し

て
い
る
事
例
も
多
く
、
地

域
の
見
守
り
役
も
果
た
し

て
い
る
と
思
う
が
。

【
Ａ
２
】

　

安
否
確
認
な
ど
の
福
祉

的
な
専
門
知
識
も
必
要
に

な
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
。

【
Ｑ
３
】

　

新
潟
市
の
亀
田
西
地
区

で
は
路
面
が
凍
結
し
や
す

い
冬
場
に
限
り
、
中
学
生

が
登
校
時
に
高
齢
者
宅
の

ご
み
袋
を
集
積
所
ま
で
運

ん
で
い
る
。
呉
市
の
宮
原

中
学
校
で
は
月
に
１
度
、

生
徒
が
地
域
の
方
と
一
緒

に
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支

援
を
し
て
い
る
。
教
育
的

観
点
か
ら
も
取
り
組
ん
で

は
い
か
が
か
。

【
Ａ
３
】

　

校
長
会
等
を
通
し
て
、

啓
発
し
て
い
く
。

〈沖田 ゆかり 議員〉Q 健 康
福 祉

道 路
交 通

▲ おでかけ号
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問
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Q
A

平谷交差点横断歩道の復元を

〈町長〉

熊野トンネル無料化後、交通量を検証し、県と協議する。 中島 数宜議員

【
Ｑ
１
】

　

平
谷
交
差
点
改
良
工
事

で
横
断
歩
道
が
撤
去
さ
れ

た
。
な
ぜ
撤
去
し
た
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

交
通
渋
滞
対
策
と
し
て

撤
去
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　

横
断
歩
道
撤
去
後
、
交

通
死
亡
事
故
、
未
遂
が
発

生
し
た
。
現
在
で
は
交
通

量
も
落
ち
着
い
て
い
る
。
危

険
な
交
差
点
は
一
刻
も
早
く

解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
２
】

　

熊
野
ト
ン
ネ
ル
無
料
化

後
、
交
通
の
集
中
が
予
想

さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
状

の
ま
ま
と
し
た
い
と
県
か

ら
伺
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

緊
急
避
難
的
に
実
施
さ

れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
の
計
画
を
考
慮

し
て
ま
で
撤
去
す
る
余
裕

は
な
か
っ
た
と
思
う
が
。

【
Ａ
３
】

　

矢
野
方
面
に
向
か
っ
て

の
左
折
矢
印
信
号
を
設
置

し
た
た
め
、
車
両
と
歩
行

者
の
衝
突
事
故
の
防
止
対

策
と
し
て
、
実
施
さ
れ
た

と
伺
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

歩
行
車
の
安
全
を
守
る

目
的
で
復
元
が
困
難
な
ら
、

地
下
道
、
歩
道
橋
の
設
置

を
県
に
再
要
請
を
願
う
。

【
Ａ
４
】

　

熊
野
ト
ン
ネ
ル
無
料
化

後
の
交
通
量
の
状
況
を
検

証
し
、
県
と
協
議
を
重
ね

て
い
く
。

Q
A

「県道矢野安浦線」及び「県道瀬野呉線」の
整備促進を
〈町長〉

道路の強靭化など、今後も県への要望活動を継続し、県道の
整備促進に努めていく。

山吹 富邦議員

【
Ｑ
１
】

　

町
の
県
道
整
備
促
進
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
１
】

　

矢
野
安
浦
線
は
、
昭
和

54
年
か
ら
「
整
備
促
進
協

議
会
」
を
、
瀬
野
呉
線
は

平
成
12
年
か
ら
「
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
」
を
、
関

係
す
る
市
町
の
首
長
、
議

長
と
共
に
組
織
し
、
県
に

対
す
る
要
望
活
動
等
を
継

続
し
て
い
る
。
ま
た
、
用

地
等
に
関
し
て
、
地
権
者

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
調

整
な
ど
を
行
い
、
円
滑
な

事
業
推
進
に
努
め
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

来
年
度
の
広
島
熊
野
道

路
無
料
化
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
矢
野
安
浦
線
や
瀬

野
呉
線
バ
イ
パ
ス
の
今
後

の
整
備
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

令
和
２
年
12
月
の
広
島

熊
野
道
路
の
無
料
化
に
よ

り
、
周
辺
道
路
の
交
通
量

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
県
に

も
理
解
を
い
た
だ
き
、
災
害

復
旧
優
先
の
な
か
、
矢
野

安
浦
線
の
用
地
交
渉
な
ど

の
事
務
作
業
を
並
行
し
て

行
う
こ
と
で
、
川
角
交
差

点
か
ら
呉
地
地
区
ま
で
の

整
備
は
、
予
定
ど
お
り
来

年
度
末
に
は
完
了
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。
町
内
の
渋

滞
解
消
の
た
め
、引
き
続
き
、

矢
野
安
浦
線
バ
イ
パ
ス
の
呉

地
地
区
以
降
の
事
業
化
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。
な

お
、
瀬
野
呉
線
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
は
、
若
干
の
遅
れ
が

出
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

広
島
熊
野
道
路
と
つ
な

が
る
東
部
流
通
団
地
の
渋

滞
対
策
で
あ
る
、
海
田
大

橋
付
近
の
オ
ン
ラ
ン
プ
整

備
状
況
は
。

【
Ａ
３
】

　

一
時
中
断
し
て
い
た
工

事
も
現
在
再
開
し
て
お
り
、

早
期
に
供
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

▲ 横断歩道が撤去された平谷交差点

A
町内一斉清掃での危険な川掃除の見直しは

〈町長〉

公衆衛生推進協議会に対し提言し、協議を行う。

【
Ｑ
１
】

　

町
内
一
斉
清
掃
に
対
し
て

傷
害
保
険
を
か
け
て
い
る
が
、

危
険
な
作
業
だ
と
認
識
し

て
い
る
と
い
う
事
か
。

【
Ａ
１
】

　

万
が
一
に
備
え
て
加
入

し
て
い
る
。
危
険
な
作
業

の
容
認
で
は
な
い
。

【
Ｑ
２
】

　

過
去
３
年
間
の
事
故
の

詳
細
を
聞
き
た
い
。

【
Ａ
２
】

　

平
成
28
年
度
は
転
倒
し

顔
面
を
強
打
さ
れ
た
方
、

針
金
が
足
に
突
き
刺
さ
っ

た
方
、
か
ま
で
手
を
切
っ

た
方
が
い
た
。
平
成
29
年

度
は
足
を
滑
ら
せ
て
擦
傷

さ
れ
た
方
、
か
ま
で
手
を

切
っ
た
方
が
い
た
。
平
成

30
年
度
は
豪
雨
災
害
に
よ

り
実
施
し
て
い
な
い
。

【
Ｑ
３
】

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
町

内
一
斉
清
掃
は
、
普
段
生

活
し
て
い
る
家
の
付
近
で

よ
い
。
遠
く
の
川
ま
で
行

か
な
く
て
よ
い
の
で
は
。

【
Ａ
３
】

　

高
齢
者
の
負
担
が
軽
減

で
き
る
よ
う
な
清
掃
を
自

治
会
の
ほ
う
へ
、
お
願
い

し
て
い
く
。

【
Ｑ
４
】

　

川
の
底
に
土
砂
が
堆
積

し
、
そ
の
上
に
草
が
生
い

茂
っ
て
い
る
。
災
害
の
備

え
に
も
な
る
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
を
、
早

め
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
Ａ
４
】

　

引
き
続
き
、
県
へ
の
働

き
か
け
を
し
て
い
く
。

【
Ｑ
５
】

　

町
内
一
斉
清
掃
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
で
も

あ
る
。
危
険
な
事
は
せ
ず

残
っ
た
箇
所
は
、
町
の
ほ

う
で
出
来
な
い
か
。

【
Ａ
５
】

　

町
で
の
対
応
は
難
し
い

が
、
無
理
の
な
い
清
掃
を

お
願
い
し
て
い
く
。

〈水原 耕一 議員〉Q 生活環境

Q
A

「熊野町防災の日を定める条例」に
基づく事業計画等は
〈危機管理監〉

この条例の制定によって、継続的な住民の防災意識の醸成を
図る取り組みをさらに推進していく。

尺田 耕平議員

【
Ｑ
１
】

　

本
年
度
の
取
り
組
み
と

し
て
、
町
は
、
児
童
た
ち

が
復
興
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

絵
を
描
い
た
葉
書
を
町
内

の
各
世
帯
に
配
布
す
る
よ

う
だ
が
、
火
災
保
険
を

取
り
扱
う
県
民
共
済
の
広

告
入
り
の
も
の
を
配
布
す

る
の
は
不
細
工
で
は
な
い

か
。
ど
の
よ
う
な
効
果
を

期
待
し
て
い
る
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

子
ど
も
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
た
め
、
例

え
ば
、
高
齢
者
な
ど
が
も

ら
え
ば
元
気
が
つ
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

復
旧
・
復
興
に
対
し
て
の

住
民
の
意
識
の
向
上
も
図

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

民
間
団
体
や
住
民
が
自

主
的
・
主
体
的
に
行
う
防

災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
町
は
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
考
え
て
い
る
の

か
。

【
Ａ
２
】

　

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

【
Ｑ
３
】

　

本
年
は
写
真
展
・
啓
発

動
画
を
上
映
す
る
予
定
と

い
う
こ
と
だ
が
、
昨
年
の

災
害
の
記
録
映
像
を
作
成

し
、
そ
の
体
験
を
後
世
に

継
承
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
れ
は
、
小
・
中
学
校
で

の
防
災
教
育
に
も
活
用
で

き
る
と
思
う
が
。

【
Ａ
３
】

　

町
の
ほ
う
に
は
、
動
画
は

あ
ま
り
残
っ
て
な
い
。
今
後
、

住
民
に
動
画
の
提
供
を
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
映
像

に
よ
り
、
当
時
の
ト
ラ
ウ
マ

が
よ
み
が
え
る
子
ど
も
も

い
る
の
で
、
中
長
期
的
な

取
り
組
み
と
し
、
ま
ず
は
、

被
災
史
等
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

安 心
安 全
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Q
A

豪雨災害後のため池の現状と今後の対策は

〈町長〉

県のため池廃止事業を利用し、順次、廃止要望していく予定。 竹爪 憲吾議員

【
Ｑ
１
】

　

豪
雨
後
の
現
状
は
。

【
Ａ
１
】

　

町
内
の
224
の
た
め
池
の

う
ち
４
カ
所
が
損
壊
。

【
Ｑ
２
】

　

損
壊
し
た
４
件
の
詳
細

と
工
事
の
費
用
負
担
は
。

【
Ａ
２
】

　

い
ず
れ
も
個
人
の
た
め

池
で
決
壊
が
２
件
、
陥
没

等
の
損
壊
が
２
件
で
、
個

人
負
担
50
％
で
修
繕
で
き

る
が
、
廃
止
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

廃
止
の
予
定
と
費
用
負

担
は
。

【
Ａ
３
】

　

昨
年
、
廃
止
要
望
調
査

を
実
施
し
、
36
件
の
要
望

が
あ
っ
た
。
基
準
を
満
た

し
危
険
度
の
高
い
も
の
６

件
を
昨
年
度
県
へ
要
望

し
、
採
択
さ
れ
た
た
め
、

本
年
度
廃
止
工
事
が
実
施

さ
れ
る
見
込
み
。
ま
た
、

本
年
度
６
件
追
加
要
望
を

し
て
い
る
。
費
用
は
全
て

県
の
負
担
で
地
元
負
担
は

な
い
。

【
Ｑ
４
】

　

廃
止
後
の
管
理
は
ど
う

行
う
の
か
。

【
Ａ
４
】

　

従
来
ど
お
り
地
元
管
理

者
で
行
っ
て
い
た
だ
く
。

【
Ｑ
５
】

　

土
砂
が
流
入
し
た
た
め

池
の
浚
渫
と
費
用
負
担
は
。

【
Ａ
５
】

　

10
カ
所
の
た
め
池
の
排

土
工
事
を
予
定
。
全
て
公

費
負
担
。

【
Ｑ
６
】

　

た
め
池
廃
止
工
事
中
を

含
め
、
今
後
も
危
険
な
た

め
池
を
住
民
に
周
知
し
て

ほ
し
い
が
。

【
Ａ
６
】

　

危
険
性
の
あ
る
た
め
池

を
県
に
報
告
済
み
で
、
県

が
マ
ッ
プ
を
作
成
次
第
、

適
切
に
対
応
を
行
う
。

Q
A

地域防災計画の修正時期、その内容・方向性は

〈危機管理監〉

秋口を目途に、災害の予防・応急対策・復旧を計画の柱に、
検証結果を踏まえ、実効性のある計画を作成。

諏訪本 光議員

【
Ｑ
１
】

　

地
域
防
災
計
画
は
毎
年

検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
７
年
間
放
置
し
て

い
る
が
、
町
の
考
え
方
は
。

【
Ａ
１
】

　

防
災
へ
の
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
反

省
し
て
い
る
。
地
域
防
災

計
画
の
修
正
を
含
め
、
全

力
で
防
災
力
の
向
上
に
取

り
組
む
。

【
Ｑ
２
】

　

新
し
い
地
域
防
災
計
画

で
は
、
避
難
所
の
設
置
・
運

営
に
つ
い
て
も
、
柔
軟
に

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

【
Ａ
２
】

　

熊
野
高
校
の
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
に
あ
り
、
避
難
所

に
不
向
き
な
施
設
で
あ
る
。

ま
た
、
防
災
会
議
で
承
認

さ
れ
た
計
画
に
沿
っ
て
行

う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

自
主
防
災
組
織
も
自
治

会
と
の
連
携
が
重
要
だ
。

　

自
治
会
に
未
加
入
の
方

に
、
町
広
報
等
が
届
か
な

い
状
況
下
で
、
緊
急
或
い

は
必
要
な
連
絡
は
、
ど
ん

な
手
段
を
考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
３
】

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
郵

便
局
の
エ
リ
ア
配
達
で
全

戸
に
届
け
て
い
る
。
避
難

情
報
は
防
災
行
政
無
線
等

の
他
、
多
様
な
伝
達
方
法

で
確
実
な
連
絡
を
補
完
さ

せ
て
い
く
。

【
Ｑ
４
】

　

役
場
の
通
常
業
務
に
、

災
害
関
係
業
務
が
上
乗
せ

さ
れ
て
い
る
。
支
援
金
等

を
活
用
し
た
臨
時
職
員
の

確
保
は
考
え
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

関
係
技
術
職
員
の
確
保

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

熊
野
高
校
の
件
は
、
当
時
、
そ

の
よ
う
な
説
明
は
な
か
っ
た
…

一
般
の
職
員
で
も
、
増
員
す
れ

ば
良
い
の
に
…

A
自主防災関連の補助事業のあり方を問う

〈危機管理監〉

必要により、関連制度などの見直しを検討する。

【
Ｑ
１
】

　

自
主
防
災
育
成
指
導
要

綱
第
３
条
（
組
織
）
を
避

難
誘
導
を
優
先
と
し
た
組

織
に
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。

【
Ａ
１
】

　

本
要
綱
第
３
条
の
標
準

的
な
組
織
編
成
の
見
直
し

は
考
え
て
い
な
い
が
、
地

域
状
況
に
応
じ
た
避
難
優

先
の
連
絡
体
制
、
組
織
づ

く
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
Ｑ
２
】

　

現
在
の
自
主
防
災
組
織

設
立
団
体
数
は
。

【
Ａ
２
】

　

災
害
発
生
前
の
４
団
体

か
ら
新
た
に
８
団
体
が
設

立
さ
れ
、
現
在
で
は
12
団

体
と
な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

様
々
な
補
助
事
業
が
存

在
し
て
い
る
。
統
一
化
の

検
討
は
ど
う
か
。

【
Ａ
３
】

　

補
助
対
象
と
な
る
団

体
や
事
業
が
異
な
る
が
、

防
災
に
関
す
る
補
助
メ

ニ
ュ
ー
の
統
一
化
な
ど
の

検
討
を
進
め
る
。

【
Ｑ
４
】

　

熊
野
町
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
補
助
事
業
は
何

故
廃
止
す
る
の
か
。

【
Ａ
４
】

　

昨
年
の
災
害
時
に
避
難

が
遅
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、

本
補
助
事
業
を
数
年
間
休

止
し
、
避
難
第
一
に
し
た

事
業
に
活
用
し
た
た
め
で

あ
る
。

【
Ｑ
５
】

　

熊
野
町
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
補
助
事
業
は
４

つ
の
補
助
事
業
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
全
て
を
廃
止

し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
。

【
Ａ
５
】

　

自
治
会
の
要
望
な
ど
を

踏
ま
え
、
補
助
対
象
事
業

の
再
開
を
検
討
す
る
。

〈中島 数宜 議員〉Q

　町議会には、定期的に招集される「定例会」と、必要がある場合にその案件に限り招集
される「臨時会」があります。
　定例会は、条例で年４回と定めており、毎年３月、６月、９月、12 月に招集され、町政
の運営方針、予算、条例など、町民生活に関する重要な事項を審議します。
　定例会、臨時会では、はじめに会期（会議を行う期間）が定められ、原則としてその期
間中に本会議や委員会を開いて議案審議・審査などの議会活動を行います。

〇定例会・臨時会の招集
　定例会と臨時会はいずれも町長が招集しま
すが、臨時会については、議員定数の４分の
１以上の議員の請求、もしくは、議長が議会
運営委員会に諮り、議決を経て請求すること
により招集される場合があります。
　なお、議長もしくは議員からの請求があっ
たときは、町長は請求のあった日から 20 日
以内に臨時会を招集しなければならないこと
になっています。

定例会と臨時会って何が違う？豆 知 識議会
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広島県町議会議員研修

○「地域のみらい、地方自治のゆくえ」　講師：ジャーナリスト　青山　彰久　氏

　地域の活性化は経済の活性化、数字だけでは把握でき
ない。住み心地のよい地域をつくる視点として
　① 人とのつながりを大切にする
　② �必要な公共サービスの政策立案と供給を住民参加で

充実させる
　③ 子どもの教育を大切に、住民の文化活動を深めていく

※�地方自治を担う自治体議会、自治体議員のこれからの
あり方を学んだ。

○「国土強靭化と防災まちづくり」～想定外の災害に備えるためには～
講師：首都大学東京・東京都立大学名誉教授　中林　一樹　氏

　国土強靭化計画の発想とは
　　「想定外」を「想定内」にする事前防災である。
　目標は
　　① 被害を出さない
　　② 被災を緩和し機能を継続する
　　③ どのような被害からも復興する

※�想定外を想像する力、想定外対策を想像する力を育て、
防災まちづくりを進めて行くことが不可欠であること
を学んだ。

青 山　彰 久　氏

中 林　一 樹　氏

　５月27日、議員の能力向上を目的として、広島県町議会議長会の主催で「広島県町議会
議員研修会」が開催され、地方自治のゆくえや、防災まちづくりについて、それぞれ講演
をいただきました。

年間活動計画を策定
～重点調査項目を決定～

総務厚生委員会

　６月 28 日に総務厚生委員会を開催し、「平成 30 年度の主要事業の実績状況」、「令和元年度
の主要事業の概要及び課題等」について、総務部・民生部から説明を受けました。
　「次期総合計画の策定」、「熊野ブランドを高める連携施策」、「生活交通路線の運行確保」、「防
災行政無線のデジタル化」、「（仮称）東部地域防災センターの整備」、「プレミアム付商品券事業」
等について質疑を行いました。

　また、７月 10 日には、以下のとおり、今年度の活動計画を策定し、重点調査項目を決定し
ました。今後は、この活動計画に沿って重点調査項目を中心に調査・研究を重ね、最終的に
町側へ政策提言を行うことを目標として委員会を運営していきます。

○重点調査項目
　（１）熊野町観光交流拠点整備構想計画について
　�　観光交流拠点整備については、町の重要な観
光拠点づくり整備であることから、色々な可能
性を模索しながら調査・研究を重ね、委員会と
しての意見のとりまとめを行います。

　（２）防災について
　�　新たなハザードマップの作成や地域防災計画、
防災行政無線デジタル化などの調査・研究を行
います。そして、「（仮称）東部地域防災センター」
がより良い施設になるように調査・研究を行い
ます。

　（３）健康づくり・介護予防について
　�　高齢社会においては、高齢者ができる限り健康を保持し、介護が必要となる状態になら
ないよう、健康づくりや介護予防に自ら取り組めるような支援が重要であることから、高
齢者本人の心身機能の向上を図るための「健康づくり・介護予防事業」の充実について調査・
研究を行います。

▲ 拠点として整備される筆の里工房周辺
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ブロック塀の改修を確認
～子ども達の安全確保のために～

文教委員会

　文教委員会を次のとおり開催し、年間の委員会活動計画の策定や教育部の各課からの説明、
質疑のほか、現地視察や要望などを行いました。

 ○５月 24日 
　文教委員会の「令和元年度活動計画」について協議を行い、次の５点を重点調査項目とす
ることに決定しました。
（１）学校教育（施設、教育環境）
（２）社会教育（施設）
（３）防災教育（視察研修）
（４）教育委員会との意見交換
（５）その他教育関連事項

 ○６月 18日 
　熊野第三小学校を訪問し、「道徳教育」の授業を見
学しました。
　「かれてしまったヒマワリ」を教材として、「集団
の中での自分の役割を自覚し、主体的に責任を果た
そうとする態度を育てる」ことをねらいとした授業
内容でした。写真や絵を用いて視覚に訴え、理解し
やすいように工夫されていました。
　また、授業を見学した後、「ブロック塀改修工事現
場」を視察しました。昨年６月、大阪府北部地震に
より、女児が学校のブロック塀の下敷きになって亡
くなられたことを受けて、熊野町の「学校施設にお
けるブロック塀等の外壁」及び「通学路におけるブ
ロック塀等」の安全点検等の実施について、文教委
員会として教育委員会に要望していたものです。

 ○６月 24日 
　「平成 30 年度主要事業の実績」、「令和元年度主要事業
実施計画」について報告を受けた後、熊野町標準学力調
査結果などについて質疑を行いました。また、小学校給
食の概要説明や献立の説明を受けた後、実際に小学校給
食の試食を行い、食べ残しの解消などについて質疑を行
いました。

▲ 「ブロック塀改修工事現場」を視察

▲ 「道徳教育」の授業の様子

▲ 試食した小学校給食

今
月
の
表
紙

「
熊
野
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
」
練
習
の
様
子
（
熊

野
第
四
小
学
校
３
年　

北
田

虎こ

う

き紀
く
ん
）

　

熊
野
第
三
小
学
校
で
火
・

木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

と
、
熊
野
第
四
小
学
校
で
日

曜
日
午
前
９
時
～
正
午
（
低

学
年
）、
正
午
～
午
後
５
時

（
高
学
年
）
の
週
３
回
、
小
・

中
学
生
（
男
女
）
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
中
で
「
仲
間
と
共

に
協
力
し
て
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
」
を
合
言
葉
に
、

練
習
と
試
合
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
年
毎
の
ク
ラ
ス
分
け
で

県
内
各
地
区
の
チ
ー
ム
と
対

戦
し
、
多
く
の
仲
間
と
の
交

流
を
も
っ
て
成
長
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
知
・
徳
・

体
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
世
界
共
通
言

語
の
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

代
表
指
導
者　

西
諏
訪
一
義

電　
　

話　

854
‐
１
８
２
８

災害復旧の進捗を確認
～大原ハイツ緊急避難道路～

産業建設委員会

　７月１日に新メンバーとなって初めての産業建設委員会を開催し、建設部及び水道部の各
課から「平成 30 年度の主要事業の実績」、「令和元年度の主要事業計画」について説明を受け、
河川の浚渫やため池の廃止状況等について質疑を行いました。
　その後、今年度の活動計画を策定し、次の２点を重点調査項目とすることに決定しました。
町の重要な観光拠点づくり整備や、災害復旧事業の迅速な実施による安全性と利便性の確保
のため、調査・研究を行っていきます。
（１）筆の里工房周辺整備について
（２）災害復旧の進捗状況について

　また、本設工事が進められ、６月 24 日から通行可能となった「大原ハイツ緊急避難道路」
の整備状況について現地視察調査を行い、進捗状況を確認しました。

　

　昨年７月に豪雨災害を受け、当委員会の所管事務である、道路・河川・上下水道・農業等
の各分野において、災害対応が迅速に実施されることが重要となります。そのため、災害復旧・
復興の進捗状況等について、町民の安心・安全な生活や一日も早い復興を目指し、委員会と
して積極的に町行政の取り組みを調査・研究していくこととしました。

▲ 委員会での協議の様子 ▲ 緊急避難道路の整備状況について確認
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環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

あ

と

が

き

次の定例会は

議会だより題字

表紙写真

９月10日（火曜日）

小田原正龍さん

輝け！熊野町スポーツ少年団
（熊野サッカースポーツ少年団）

開会を予定しています。

　

新
し
い
広
報
委
員
会
の
活

動
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

　

今
号
か
ら
、「
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
」
の
欄
を
設
け
、「
令

和
を
生
き
る
君
た
ち
へ
」
を

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
心
が
け

て
き
た
こ
と
で
す
が
、
毎
月

発
行
さ
れ
る
町
広
報
の
記
事

と
の
重
複
を
避
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
独
自
の
視
点
を
大
切

に
し
、
よ
り
多
く
の
町
民
の

皆
様
が
手
に
と
っ
て
い
た
だ

け
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
作

成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。諏 

訪 

本　
　

光

令和を生きる君たちへ
第 １ 回

　令和の時代を迎え、新しい命の誕生を祝う赤ちゃんへの思いを、今号から新シリーズとしてスタート
しました。町民の皆様が笑顔になれるよう取り組んでまいります。� 取材／沖田・中島・水原

取材に協力していただいた赤ちゃんのお名前：�あらたくん、うみなちゃん、かすみちゃん、漢良くん、季依ちゃん、小真梨ちゃん、咲那ちゃん、
はるきくん、めいちゃん、柚羽ちゃん� ＜くまの・こども夢プラザにて＞

　
　

ど
ん
な
子
ど
も
に

　
　

育
っ
て
ほ
し
い
？

　
　

熊
野
町
に

あ
っ
た
ら
い
い
な
…

ＱＱ

•

明
る
い
子

•

優
し
い
子

•

元
気
な
子

•

た
く
ま
し
い
子

•

の
び
の
び
素
直
な
子

•

た
く
さ
ん
笑
う
子

•

皆
か
ら
愛
さ
れ
る
子

•

い
ろ
ん
な
こ
と
に

 

挑
戦
し
て
！

•�

安
心
し
て
自
然
の
中

 

で
遊
べ
る
と
こ
ろ
。

•�

未
就
学
児
の
発
達
相

 

談
が
で
き
る
と
こ
ろ
。

•�

下
の
子
ど
も
が
で
き

 

て
も
、
上
の
子
が
保

 

育
園
に
い
ら
れ
る
よ

 

う
に
。

•�

１
人
で
い
る
と
き
に

 

幼
児
を
連
れ
て
避
難

 

す
る
の
が
不
安
…

ＡＡ


